
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 事業評価担当 

ストックマネジメントを考慮した農業水利 

資本ストック額推定モデル 

ストックマネジメントによる農業水利施設の長寿命化を考慮し、年投資額（用地補償費を除く事業
費）から特定年における資本ストック額を推定・予測するモデルを開発しました。 

 農業水利施設に関するストック管理を計画的に実施
するため、ストックマネジメント（ストマネ）施策や毎年
の投資額が将来の資本ストック額にどのように影響
するのかを定量的に把握する必要があります。 

 このモデルは、ストマネによる農業水利施設の長寿
命化を考慮し、年事業費（用地補償費等を除く投資
相当分）から特定年における資本ストック額を定量
化するものです． 

研究のポイント 

 ストマネ施策にもとづく補修・補強による更
新は、全面更新の場合に比べて「施設の実
耐用年数の長期化効果」と「旧施設の継続
利用効果」の二つの効果が想定されます。 

 これら二つの長寿命化効果を考慮し、恒常
在庫法（PI法）をベースに、資本ストック額
の定量化モデルを定式化しました。 

モデルの概念図 

ストマネ施策に
よる長寿命化効
果により資本ス
トック額は、2040

年度時点で約６
兆５千億円大き
くなる予測結果
となりました。 

研究の背景 

モデルの概要 

資本ストック額（2005年度価格）の推計・予測結果 
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KG(t)：ｔ年の資本ストック額 

IG(tt)：tt年の投資額 

IGr(tt)：tt年の災害復旧費 

T1：施設の実耐用年数 

RD：旧施設の継続利用率 
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ストマネの効果

無視

ストマネの効果考慮

資本ストック額（貯水池）

基礎調査（PS法）

投資額予測（2011年の

事業費が継続すると仮定）投資額実績


